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(57)【要約】
【課題】流通路において細菌や真菌等が繁殖し難い空気
調和機を提供する。
【解決手段】空気調和機１００ａは、筐体１ａ、及び薬
剤２２を備える。筐体１ａは、空気が流通する流通路Ｒ
を有する。薬剤２２は、流通路Ｒに配置される。薬剤２
２は、静菌成分を含有するガスを発生する。ある実施形
態において、空気調和機１００ａは、ファン５ａを更に
備える。筐体１ａは、吸込口３ａ、及び吹出口２ａを有
する。ファン５ａが回転することに応じて、吸込口３ａ
から吸い込まれた空気が流通路Ｒを流通して吹出口２ａ
から吹き出る。薬剤２２は、流通路Ｒにおいて吹出口２
ａよりも吸込口３ａに近い位置に配置される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気が流通する流通路を有する筐体と、
　前記流通路に配置されて、前記流通路を流通する前記空気と接触する薬剤と
　を備え、
　前記薬剤は、静菌成分を含有するガスを発生する、空気調和機。
【請求項２】
　前記流通路に配置されたファンを更に備え、
　前記筐体は、
　前記流通路に連通し、前記流通路に前記空気を流入させる吸込口と、
　前記流通路に連通し、前記流通路を流通した前記空気を吹き出す吹出口と
　を有し、
　前記ファンが回転することに応じて、前記吸込口から吸い込まれた前記空気が前記流通
路を流通して前記吹出口から吹き出、
　前記薬剤は、前記流通路において前記吹出口よりも前記吸込口に近い位置に配置される
、請求項１に記載の空気調和機。
【請求項３】
　前記吸込口の近傍に配置されるフィルタを更に備え、
　前記薬剤は、前記フィルタの近傍に配置される、請求項２に記載の空気調和機。
【請求項４】
　前記薬剤は、前記流通路を前記空気が流れる方向に対して前記フィルタよりも上流側に
配置される、請求項３に記載の空気調和機。
【請求項５】
　グリル型の開口を有し、前記吸込口に配置されるパネルを更に備え、
　前記パネルは、前記流通路を前記空気が流れる方向に対して前記フィルタよりも上流側
に配置され、
　前記薬剤は、前記フィルタと前記パネルとの間に配置される、請求項４に記載の空気調
和機。
【請求項６】
　前記フィルタ及び前記パネルは、前記薬剤を挟持する、請求項５に記載の空気調和機。
【請求項７】
　前記パネルは、前記吸込口から移動自在、又は前記吸込口に対して開閉自在である、請
求項５又は請求項６に記載の空気調和機。
【請求項８】
　前記フィルタは、前記パネルに対して着脱自在、又は開閉自在である、請求項５から請
求項７のいずれか１項に記載の空気調和機。
【請求項９】
　前記パネルは、前記筐体の下面に配置される、請求項５から請求項８のいずれか１項に
記載の空気調和機。
【請求項１０】
　前記パネルは、前記筐体の上面に配置される、請求項５から請求項８のいずれか１項に
記載の空気調和機。
【請求項１１】
　前記パネルは、前記筐体の側面に配置される、請求項５から請求項８のいずれか１項に
記載の空気調和機。
【請求項１２】
　前記薬剤は、前記フィルタのうち、前記パネルに対向する面に配置される、請求項５か
ら請求項１１のいずれか１項に記載の空気調和機。
【請求項１３】
　前記薬剤は、前記パネルの中央に配置される、請求項５から請求項１２のいずれか１項
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に記載の空気調和機。
【請求項１４】
　前記薬剤の数は、複数であり、
　前記パネルは、平面視矩形状であり、
　前記複数の薬剤のうちの少なくとも２つは、前記パネルの対角線上に、前記パネルの中
心を挟んで配置される、請求項５から請求項１２のいずれか１項に記載の空気調和機。
【請求項１５】
　前記流通路に配置された熱交換器と、
　前記流通路に配置され、前記熱交換器からの結露水を受けるドレンパンと
　を更に備え、
　前記薬剤は、前記ドレンパンにおいて細菌や真菌等の繁殖を抑制できる位置に配置され
る、請求項５から請求項１２のいずれか１項に記載の空気調和機。
【請求項１６】
　前記流通路に配置された熱交換器と、
　前記流通路に配置され、前記熱交換器からの結露水を受けるドレンパンと
　を更に備え、
　前記薬剤は、前記パネルの領域のうち前記ドレンパンに対してより近い側に配置される
、請求項５から請求項１２のいずれか１項に記載の空気調和機。
【請求項１７】
　前記薬剤は固形剤である、請求項１から請求項１６のいずれか１項に記載の空気調和機
。
【請求項１８】
　前記薬剤が封入される袋体を更に備え、
　前記袋体は、不織布からなり、
　前記袋体の表面は、前記袋体の通気性を調整するための複数の凹部を有する、請求項１
７に記載の空気調和機。
【請求項１９】
　前記薬剤は、空気と接触して活性化することにより前記ガスを発生する、請求項１から
請求項１８のいずれか１項に記載の空気調和機。
【請求項２０】
　空気調和機の内部環境を維持する方法であって、
　前記空気調和機は、
　空気が流通する流通路、及び前記流通路に連通する吸込口を有する筐体と、
　グリル型の開口を有し、前記吸込口に配置されるパネルと、
　前記パネルに装着されるフィルタと
　を備え、
　前記方法は、
　前記パネルを前記吸込口から移動させるか、前記吸込口に対して前記パネルを開く工程
と、
　前記パネルと前記フィルタとにより薬剤を挟持できる位置に前記薬剤を配置する工程と
、
　前記吸込口に前記パネルを配置する工程と
　を含み、
　前記薬剤は、静菌成分を含有するガスを発生する、空気調和機の内部環境維持方法。
【請求項２１】
　前記流通路を構成する部材に第四級アンモニウム塩を散布する散布工程を更に含む、請
求項２０に記載の空気調和機の内部環境維持方法。
【請求項２２】
　前記空気調和機の稼働中に前記第四級アンモニウム塩を散布する、請求項２１に記載の
空気調和機の内部環境維持方法。
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【請求項２３】
　前記空気調和機が稼働していない際に前記第四級アンモニウム塩を散布する、請求項２
１に記載の空気調和機の内部環境維持方法。
【請求項２４】
　前記第四級アンモニウム塩は、下記式（３）で表される化合物を含む、請求項２１から
請求項２３のいずれか１項に記載の空気調和機の内部環境維持方法。
【化１】

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機、及び空気調和機の内部環境維持方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　冷房機、暖房機、冷暖房機、加湿器、及び空気清浄機のような空気調和機が知られてい
る。空気調和機は、筐体と、送風ファンとを備える。筐体は、吸込口と、吹出口とを有す
る。送風ファンは、筐体の内部に配置される。空気調和機は、送風ファンを駆動させて、
吸込口から筐体の内部に空気を吸い込み、吹出口から筐体の外部へ空気を吹き出す。例え
ば、冷暖房機は、熱交換器を備える。熱交換器は、冷暖房機の筐体の内部に配置される。
冷暖房機は、吸込口から筐体内部に吸い込んだ空気を熱交換器により冷却又は加熱して、
吹出口から筐体の外部へ、冷却後又は加熱後の空気を吹き出す。空気調和機の筐体の内部
には、吸込口から吸い込んだ空気を吹出口まで流通させる流通路が形成されている。
【０００３】
　特許文献１には、空気調和機の吹出口の外側に抗菌剤を取り付ける構成が開示されてい
る。特許文献１の構成によれば、空気調和機から吹き出す空気の流れによって、空気調和
機が設置されている空間に抗菌剤を拡散させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１７－１６６８１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、空気調和機は、空気を吸い込む際に、塵や埃等を空気と共に筐体の内部
へ吸い込む。その結果、空気調和機の流通路に塵や埃等が付着し、これらの付着物を温床
として細菌や真菌等が繁殖することがある。したがって、空気調和機は、空気を吹き出す
際に、細菌や真菌等を空気と共に筐体の外部へ吹き出す可能性がある。このため、空気調
和機から吹き出す空気の流れによって、空気調和機が設置されている空間に、空気調和機
内部の流通路で繁殖した細菌や真菌等が拡散する可能性がある。特許文献１の装置は、流
通路において細菌や真菌等が繁殖することを抑制できない。したがって、特許文献１の装
置は、空気調和機から吹き出す空気の流れによって、空気調和機が設置されている空間に
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、空気調和機内部の流通路で繁殖した細菌や真菌等が拡散することを抑制できない。
【０００６】
　本発明は上記課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、流通路において細菌や真
菌等が繁殖し難い空気調和機、及び空気調和機の内部環境維持方法を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の空気調和機は、筐体と、薬剤とを備える。前記筐体は、空気が流通する流通路
を有する。前記薬剤は、前記流通路に配置されて、前記流通路を流通する前記空気と接触
する。前記薬剤は、静菌成分を含有するガスを発生する。
【０００８】
　ある実施形態において、上記の空気調和機は、ファンを更に備える。前記ファンは、前
記流通路に配置される。前記筐体は、吸込口と、吹出口とを有する。前記吸込口は、前記
流通路に連通する。前記吸込口は、前記流通路に前記空気を流入させる。前記吹出口は、
前記流通路に連通する。前記吹出口から、前記流通路を流通した前記空気が吹き出る。前
記ファンが回転することに応じて、前記吸込口から吸い込まれた前記空気が前記流通路を
流通して前記吹出口から吹き出る。前記薬剤は、前記流通路において前記吹出口よりも前
記吸込口に近い位置に配置される。
【０００９】
　ある実施形態において、上記の空気調和機は、フィルタを更に備える。前記フィルタは
、前記吸込口の近傍に配置される。前記薬剤は、前記フィルタの近傍に配置される。
【００１０】
　ある実施形態において、前記薬剤は、前記流通路を前記空気が流れる方向に対して前記
フィルタよりも上流側に配置される。
【００１１】
　ある実施形態において、上記の空気調和機は、グリル型の開口を有するパネルを更に備
える。前記パネルは、前記吸込口に配置される。前記パネルは、前記流通路を前記空気が
流れる方向に対して前記フィルタよりも上流側に配置される。前記薬剤は、前記フィルタ
と前記パネルとの間に配置される。
【００１２】
　ある実施形態において、前記フィルタ及び前記パネルは、前記薬剤を挟持する。
【００１３】
　ある実施形態において、前記パネルは、前記吸込口から移動自在、又は前記吸込口に対
して開閉自在である。
【００１４】
　ある実施形態において、前記フィルタは、前記パネルに対して着脱自在、又は開閉自在
である。
【００１５】
　ある実施形態において、前記パネルは、前記筐体の下面に配置される。
【００１６】
　ある実施形態において、前記パネルは、前記筐体の上面に配置される。
【００１７】
　ある実施形態において、前記パネルは、前記筐体の側面に配置される。
【００１８】
　ある実施形態において、前記薬剤は、前記フィルタのうち、前記パネルに対向する面に
配置される。
【００１９】
　ある実施形態において、前記薬剤は、前記パネルの中央に配置される。
【００２０】
　ある実施形態において、前記薬剤の数は、複数である。前記パネルは、平面視矩形状で
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ある。前記複数の薬剤のうちの少なくとも２つは、前記パネルの対角線上に、前記パネル
の中心を挟んで配置される。
【００２１】
　ある実施形態において、上記の空気調和機は、前記流通路に配置された熱交換器及びド
レンパンを更に備える。前記ドレンパンは、前記熱交換器からの結露水を受ける。前記薬
剤は、前記ドレンパンにおいて細菌や真菌等の繁殖を抑制できる位置に配置される。
【００２２】
　ある実施形態において、上記の空気調和機は、前記流通路に配置された熱交換器及びド
レンパンを更に備える。前記ドレンパンは、前記熱交換器からの結露水を受ける。前記薬
剤は、前記パネルの領域のうち前記ドレンパンに対してより近い側に配置される。
【００２３】
　ある実施形態において、前記薬剤は固形剤である。
【００２４】
　ある実施形態において、上記の空気調和機は、前記薬剤が封入される袋体を更に備える
。前記袋体は、不織布からなり、前記袋体の表面は、前記袋体の通気性を調整するための
複数の凹部を有する。
【００２５】
　ある実施形態において、前記薬剤は、空気と接触して活性化することにより前記ガスを
発生する。
【００２６】
　本発明の空気調和機の内部環境維持方法は、空気調和機の内部環境を維持する方法であ
る。前記空気調和機は、空気が流通する流通路を有する筐体と、グリル型の開口を有する
パネルと、前記パネルに装着されるフィルタとを備える。前記筐体は、前記流通路に連通
する吸込口を有し、前記パネルは、前記吸込口に配置される。前記方法は、前記パネルを
前記吸込口から移動させるか、前記吸込口に対して前記パネルを開く工程と、前記パネル
と前記フィルタとにより薬剤を挟持できる位置に前記薬剤を配置する工程と、前記吸込口
に前記パネルを配置する工程とを含む。前記薬剤は、静菌成分を含有するガスを発生する
。
【００２７】
　ある実施形態において、上記の方法は、前記流通路を構成する部材に第四級アンモニウ
ム塩を散布する散布工程を更に含む。
【００２８】
　ある実施形態では、前記空気調和機の稼働中に前記第四級アンモニウム塩を散布する。
【００２９】
　ある実施形態では、前記空気調和機が稼働していない際に前記第四級アンモニウム塩を
散布する。
【００３０】
　ある実施形態において、前記第四級アンモニウム塩は、下記式（３）で表される化合物
を含む。
【化１】



(7) JP 2020-201034 A 2020.12.17

10

20

30

40

50

【発明の効果】
【００３１】
　本発明の空気調和機、及び空気調和機の内部環境維持方法によれば、流通路において細
菌や真菌等が繁殖することを抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の実施形態１に係る空気調和機の全体斜視図である。
【図２】本発明の実施形態１に係る空気調和機の構成を示す断面図である。
【図３】（ａ）は、本発明の実施形態１に係る空気調和機の中央パネル及びフィルタの近
傍の構成を示す断面図である。（ｂ）は、本発明の実施形態１に係る薬剤シートの断面図
である。
【図４】本発明の実施形態１に係る薬剤シートを示す平面図である。
【図５】（ａ）及び（ｂ）は、中央パネル及び薬剤シートを示す平面図である。
【図６】薬剤シートを配置する位置を示す図である。
【図７】本発明の実施形態１に係る空気調和機の内部環境維持方法の一例を示すフロー図
である。
【図８】本発明の実施形態１に係る空気調和機の内部環境維持方法の他例を示すフロー図
である。
【図９】本発明の実施形態２に係る空気調和機の構成を示す断面図である。
【図１０】本発明の実施形態２に係る空気調和機のフィルタの近傍の構成を示す断面図で
ある。
【図１１】本発明の実施形態２に係る空気調和機の内部環境維持方法の一例を示すフロー
図である。
【図１２】本発明の実施形態３に係る空気調和機の構成を示す断面図である。
【図１３】本発明の実施形態３に係る空気調和機の上部パネル及びフィルタの近傍の構成
を示す断面図である。
【図１４】本発明の実施形態３に係る空気調和機の内部環境維持方法の一例を示すフロー
図である。
【図１５】本発明の実施形態３に係る空気調和機の内部環境維持方法の他例を示すフロー
図である。
【図１６】本発明の実施形態３に係る空気調和機の他例の構成を示す断面図である。
【図１７】本発明の実施形態４に係る空気調和機の斜視図である。
【図１８】本発明の実施形態４に係る空気調和機の構成を示す断面図である。
【図１９】本発明の実施形態４に係る空気調和機の側面パネル及びフィルタの近傍の構成
を示す断面図である。
【図２０】本発明の実施形態４に係る空気調和機の内部環境維持方法の一例を示すフロー
図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。ただし、本発明は以下の実施形態
に限定されない。なお、説明が重複する箇所については、適宜説明を省略する場合がある
。また、図中、同一又は相当部分については同一の参照符号を付して説明を繰り返さない
。
【００３４】
［実施形態１］
　図１を参照して、本実施形態の空気調和機１００を説明する。図１は、本実施形態に係
る空気調和機１００の全体斜視図である。図１に示すように、本実施形態の空気調和機１
００は、天井埋込み型の冷暖房機である。以下、本実施形態の空気調和機１００を「空気
調和機１００ａ」と記載する場合がある。
【００３５】
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　空気調和機１００ａは、筐体１ａと、中央パネル１３０と、４つの風向ベーン１４０と
を備える。筐体１ａは、本体部１１０と、化粧パネル１２０とを有する。
【００３６】
　本体部１１０は、下面が開口する中空の箱型形状である。化粧パネル１２０は、本体部
１１０の下面に取り付けられる。化粧パネル１２０は、本体部１１０に対して着脱自在で
ある。
【００３７】
　化粧パネル１２０は、中央部に略正方形の吸込口３ａを有する。中央パネル１３０は矩
形状であり、吸込口３ａに配置される。中央パネル１３０の外形は、吸込口３ａの外形に
対応する。空気調和機１００ａは、本体部１１０が天井裏に位置し、化粧パネル１２０及
び中央パネル１３０が天井面Ｃ（図２）から露出する露出型の冷暖房機である。
【００３８】
　化粧パネル１２０は更に、略長方形の４つの吹出口２ａを有する。空気調和機１００ａ
は、４方向吹き出し型の冷暖房機である。４つの吹出口２ａは、化粧パネル１２０の四辺
に沿って形成されている。また、４つの吹出口２ａは、中央パネル１３０の周囲に形成さ
れている。換言すると、４つの吹出口２ａは、吸込口３ａの周囲に形成されている。４つ
の風向ベーン１４０は、４つの吹出口２ａに設けられる。風向ベーン１４０は、対応する
吹出口２ａから吹き出す空気の方向を調整する。４つの風向ベーン１４０は、化粧パネル
１２０に回動自在に支持される。
【００３９】
　中央パネル１３０は、グリル型の開口を有する。グリル型の開口の外形は、例えば矩形
状である。中央パネル１３０は、吸込口３ａから移動自在である。例えば、中央パネル１
３０は、化粧パネル１２０に対して着脱自在である。この結果、中央パネル１３０は、吸
込口３ａから移動自在となる。あるいは、中央パネル１３０は、吸込口３ａに対して開閉
自在であってもよい。換言すると、中央パネル１３０は、化粧パネル１２０に対して開閉
自在であってもよい。
【００４０】
　具体的には、中央パネル１３０を吸込口３ａから移動自在にするために、中央パネル１
３０は、中央パネル１３０を化粧パネル１２０に係止するための凸部を有してもよい。よ
り詳しくは、中央パネル１３０は、その四辺のそれぞれから突出する凸部を有してもよい
。あるいは、化粧パネル１２０が、中央パネル１３０を化粧パネル１２０に係止するため
の凸部を有してもよい。中央パネル１３０及び化粧パネル１２０の両者が凸部を有しても
よい。中央パネル１３０と化粧パネル１２０とは、例えばビスのような締結部材によって
締結されてもよい。中央パネル１３０と化粧パネル１２０とを係止した上で、中央パネル
１３０と化粧パネル１２０とを締結させてもよい。また、中央パネル１３０を吸込口３ａ
に対して開閉自在にするために、中央パネル１３０は、その一辺が化粧パネル１２０に軸
支されてもよい。
【００４１】
　なお、中央パネル１３０を吸込口３ａから移動自在にする構成は、中央パネル１３０を
化粧パネル１２０に係止させる構成や、中央パネル１３０を化粧パネル１２０に締結させ
る構成に限定されない。例えば、空気調和機１００ａは、中央パネル１３０を昇降させる
昇降装置を備えてもよい。昇降装置は、中央パネル１３０を吸込口３ａと、吸込口３ａよ
りも下方の位置との間で昇降させる。
【００４２】
　続いて図２を参照して、本実施形態の空気調和機１００ａの内部構成を説明する。図２
は、本実施形態に係る空気調和機１００ａの構成を示す断面図である。図２において、矢
印Ｄは、空気が流通する方向を示す。以下、空気が流通する方向を「空気流通方向Ｄ」と
記載する場合がある。
【００４３】
　図２に示すように、空気調和機１００ａは、筐体１ａ、中央パネル１３０及び４つの風
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向ベーン１４０に加えて、フィルタ４ａと、送風ファン５ａと、熱交換器６ａと、支持部
材１５０とを更に備える。
【００４４】
　本体部１１０は、フィルタ４ａ、送風ファン５ａ、熱交換器６ａ、及び支持部材１５０
を収容する。また、本体部１１０は、空気が流通する流通路Ｒを内部に有する。本実施形
態において、流通路Ｒは、第１流通路Ｒ１と、第２流通路Ｒ２と、第３流通路Ｒ３とを含
む。第１流通路Ｒ１は、吸込口３ａに連通する。第３流通路Ｒ３は、吹出口２ａに連通す
る。第２流通路Ｒ２は、第１流通路Ｒ１と第３流通路Ｒ３とを連通させる。吸込口３ａは
、流通路Ｒ（第１流通路Ｒ１）に空気を流入させる。吹出口２ａから、流通路Ｒを流通し
た空気が吹き出る。
【００４５】
　フィルタ４ａは、吸込口３ａの近傍に配置される。本実施形態において、フィルタ４ａ
は、中央パネル１３０の上面に装着される。中央パネル１３０の上面は、筐体１ａの内部
空間に面する内側面である。中央パネル１３０は、空気流通方向Ｄに対してフィルタ４ａ
よりも上流側に配置される。具体的には、フィルタ４ａは、中央パネル１３０のグリル型
の開口を覆う。フィルタ４ａの外形は、例えば矩形状である。フィルタ４ａは、例えば網
目状であり、中央パネル１３０の開口から筐体１ａの内部に吸い込まれる空気から塵や埃
等を除去する。フィルタ４ａは、抗菌処理された抗菌フィルタであってもよい。抗菌処理
は、例えば、フィルタ４ａの材料に抗菌剤を混錬する処理、又は、フィルタ４ａの表面に
抗菌剤を塗布する処理を含む。
【００４６】
　中央パネル１３０は、フィルタ４ａが装着された状態で、吸込口３ａから移動する。あ
るいは、中央パネル１３０は、フィルタ４ａが装着された状態で、吸込口３ａに対して開
閉する。
【００４７】
　フィルタ４ａは、中央パネル１３０に対して着脱自在である。あるいは、フィルタ４ａ
は、中央パネル１３０に対いて開閉自在であってもよい。具体的には、フィルタ４ａを中
央パネル１３０に対して着脱自在にするために、フィルタ４ａは、フィルタ４ａを中央パ
ネル１３０に係止するための凸部を有してもよい。例えば、フィルタ４ａは、その四辺の
それぞれから突出する凸部を有してもよい。あるいは、中央パネル１３０が、フィルタ４
ａを中央パネル１３０に係止するための凸部を有してもよい。フィルタ４ａ及び中央パネ
ル１３０の両者が凸部を有してもよい。フィルタ４ａと中央パネル１３０とは、例えばビ
スのような締結部材によって締結されてもよい。フィルタ４ａと中央パネル１３０とを係
止した上で、フィルタ４ａと中央パネル１３０とを締結させてもよい。また、フィルタ４
ａを中央パネル１３０に対して開閉自在にするために、フィルタ４ａは、その一辺が中央
パネル１３０に軸支されてもよい。
【００４８】
　送風ファン５ａは、流通路Ｒに配置される。具体的には、送風ファン５ａは、本体部１
１０の天井部の中央に設けられる。送風ファン５ａは、モータと、ファンとを有する。送
風ファン５ａは、空気調和機１００ａの運転時に駆動する。より具体的には、送風ファン
５ａのファンが、空気調和機１００ａの運転時に回転する。
【００４９】
　送風ファン５ａが駆動することに応じて、中央パネル１３０のグリル型の開口（吸込口
３ａ）から筐体１ａの内部に空気が吸い込まれる。具体的には、中央パネル１３０のグリ
ル型の開口（吸込口３ａ）を介して第１流通路Ｒ１に空気が流入する。また、送風ファン
５ａが駆動することに応じて、中央パネル１３０のグリル型の開口（吸込口３ａ）から吸
い込まれた空気が流通路Ｒを流通して、吹出口２ａから筐体１ａの外部へ吹き出る。具体
的には、中央パネル１３０のグリル型の開口（吸込口３ａ）から吸い込まれた空気は、第
１流通路Ｒ１、第２流通路Ｒ２、及び第３流通路Ｒ３をこの順に流通して、吹出口２ａか
ら吹き出る。
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【００５０】
　熱交換器６ａは、空気流通方向Ｄに対して送風ファン５ａよりも下流に配置される。具
体的には、熱交換器６ａは、流通路Ｒにおいて、送風ファン５ａと吹出口２ａとの間に配
置される。熱交換器６ａは、送風ファン５ａから送風されてくる空気との間で熱を交換す
る。熱交換器６ａにより熱交換された空気は、第３流通路Ｒ３を流通して、吹出口２ａか
ら筐体１ａの外部に吹き出る。
【００５１】
　支持部材１５０は、熱交換器６ａを支持する。本実施形態において、支持部材１５０は
、ドレンパン１６０を含む。ドレンパン１６０は、熱交換器６ａから滴下した結露水を貯
留する。結露水は、ドレンポンプによって吸い上げられ、ドレンホースを介して室外へ排
出される。なお、ドレンパン１６０は、支持部材１５０と別の部材であってもよい。この
場合、支持部材１５０は、ドレンパン１６０を支持する。
【００５２】
　例えば、空気調和機１００ａは、ドレンポンプと、吐出ホースとを更に備える。ドレン
ポンプ及び吐出ホースは筐体１ａの内部に配置される。ドレンポンプは、ドレンパン１６
０から結露水を吸い上げて、吐出ホースに結露水を流通させる。吐出ホースは、筐体１ａ
の内部から外部へ延びるドレンホースと接続している。ドレンホースは室外まで延びる。
結露水は、吐出ホース及びドレンホースを介して室外へ排出される。
【００５３】
　ドレンポンプは、空気調和機１００ａの外部に配置されてもよい。この場合、ドレンポ
ンプの一次側には、ドレンパン１６０からドレンポンプまで延びる一次側ドレンホースが
接続している。ドレンポンプの二次側には、二次側ドレンホースが接続している。結露水
は、二次側ドレンホースによって室外に排出される。
【００５４】
　なお、ドレンパン１６０は、筐体１ａの内部から外部へ延びてもよい。この場合、ドレ
ンパン１６０は、空気調和機１００ａの外部に配置されたドレンポンプの一次側に接続さ
れてもよい。あるいは、ドレンパン１６０は、空気調和機１００ａの外部に配置された溜
桝に接続されてもよい。この場合、ドレンポンプは、溜桝に溜まった結露水を吸い上げる
。
【００５５】
　続いて図３（ａ）を参照して、本実施形態の空気調和機１００ａを更に説明する。図３
（ａ）は、本実施形態に係る空気調和機１００ａの中央パネル１３０及びフィルタ４ａの
近傍の構成を示す断面図である。
【００５６】
　図３（ａ）に示すように、空気調和機１００ａは、薬剤シート２０を更に備える。薬剤
シート２０は流通路Ｒに配置されて、流通路Ｒを流通する空気と接触する。
【００５７】
　本実施形態では、薬剤シート２０は、中央パネル１３０とフィルタ４ａとの間に配置さ
れる。より具体的には、薬剤シート２０は、中央パネル１３０とフィルタ４ａとにより挟
持される。したがって、薬剤シート２０は、中央パネル１３０の内側面に配置される。中
央パネル１３０の内側面に薬剤シート２０を配置することにより、流通路Ｒのうち、吸込
口３ａの近傍の位置に薬剤シート２０を配置することができる。換言すると、流通路Ｒの
開始端の近傍の位置に薬剤シート２０を配置することができる。また、薬剤シート２０が
中央パネル１３０とフィルタ４ａとにより挟持されるため、薬剤シート２０を保持するた
めの構成を追加することなく、薬剤シート２０を保持することができる。薬剤シート２０
の厚みは、例えば０．５ｍｍ以上１ｃｍ以下である。
【００５８】
　続いて図３（ｂ）を参照して、本実施形態の薬剤シート２０を説明する。図３（ｂ）は
、本実施形態に係る薬剤シート２０の断面図である。図３（ｂ）に示すように、薬剤シー
ト２０は、袋体２１と、複数の薬剤２２とを備える。
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【００５９】
　薬剤２２は、静菌成分を含有するガスを発生する。静菌成分を含有するガスは、例えば
二酸化塩素である。以下、静菌成分を含有するガスを「静菌性ガス」と記載する場合があ
る。静菌成分は、細菌や真菌等の繁殖を抑制する成分である。
【００６０】
　本実施形態において、薬剤２２は、固形剤である。換言すると、薬剤２２は、固形状で
ある。薬剤２２は、袋体２１に収容される。袋体２１は細孔を有する。袋体２１の細孔は
、薬剤２２の粒径よりも小さい。袋体２１は、例えば不織布からなる。薬剤２２から発生
した静菌性ガスは、袋体２１の細孔を通じて、袋体２１（薬剤シート２０）の外部へ放出
される。また、流通路Ｒを流通する空気が、袋体２１の細孔を通じて袋体２１の内部に流
入し、薬剤２２と接触する。
【００６１】
　なお、袋体２１の細孔は、袋体２１の全面に形成されていてもよく、袋体２１の一部に
形成されていてもよい。袋体２１の細孔は、袋体２１のうち、少なくとも、薬剤２２を収
容する空間に対向する部分に形成されている。
【００６２】
　本実施形態において、薬剤２２は、空気と接触して活性化することにより、静菌性ガス
を発生する。例えば、薬剤２２は、多孔質担体と、亜塩素酸塩と、アルカリ剤とを含む。
この場合、薬剤２２は、静菌性ガスとして二酸化塩素を発生する。また、薬剤２２は、多
孔質担体に亜塩素酸塩及びアルカリ剤を含侵させ、乾燥させることにより得ることがきる
。
【００６３】
　多孔質担体は、例えば、セピオライト、パリゴルスカイト、モンモリロナイト、シリカ
ゲル、珪藻土、ゼオライト、又はパーライトである。これらのうち、静菌作用の観点から
より好ましい多孔質担体は、セピオライトである。亜塩素酸塩は、例えば、亜塩素酸ナト
リウム、亜塩素酸カリウム、又は亜塩素酸リチウムである。これらのうち、静菌作用の観
点からより好ましい亜塩素酸塩は、亜塩素酸ナトリウムである。アルカリ剤は、例えば、
水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、水酸化リチウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、
又は炭酸リチウムである。これらのうち、静菌作用の観点からより好ましいアルカリ剤は
、水酸化ナトリウムである。
【００６４】
　続いて図４を参照して、本実施形態に係る薬剤シート２０について更に説明する。図４
は、本実施形態に係る薬剤シート２０を示す平面図である。図４に示すように、薬剤シー
ト２０は、矩形状であり得る。本実施形態において、薬剤シート２０の外形は長方形であ
る。薬剤シート２０の長辺の長さＬ１は、例えば１０ｃｍである。薬剤シート２０の短辺
の長さＬ２は、例えば８ｃｍである。
【００６５】
　図４に示すように、袋体２１は、収容部２１ａを有する。収容部２１ａは、図３（ｂ）
を参照して説明した薬剤２２を収容する。袋体２１のうち、収容部２１ａを構成する部分
は、複数の凹部２１ｂを有してもよい。換言すると、袋体２１の材料に、凹部（凹部２１
ｂ）を有する不織布を用いてもよい。凹部を有する不織布を用いることにより、収容部２
１ａの通気性を調整して、収容部２１ａ（袋体２１）に収容されている薬剤２２の長寿命
化を図ることができる。具体的には、不織布の製造方法として、繊維を熱ロールで融着し
てシート化する方法を採用することにより、不織布に凹部（凹部２１ｂ）を形成すること
ができる。詳しくは、熱ロールにエンボス加工が施されているため、不織布に凹部が形成
される。凹部２１ｂでは、凹部２１ｂ以外の部分と比べて繊維が圧縮される。そのため、
凹部２１ｂは、凹部２１ｂ以外の部分と比べて通気性が低い。したがって、収容部２１ａ
に含まれる凹部２１ｂの数を調整することにより、収容部２１ａの通気性を調整すること
ができる。収容部２１ａの通気性は、薬剤２２の寿命に影響する。詳しくは、収容部２１
ａの通気性が高すぎる場合、薬剤２２の活性が早まり薬剤２２の寿命が短くなる可能性が
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ある。したがって、収容部２１ａの通気性を調整することにより、袋体２１に収容されて
いる薬剤２２の長寿命化を図ることができる。換言すると、薬剤シート２０の長寿命化を
図ることができる。
【００６６】
　なお、薬剤シート２０は、矩形状に限定されない。薬剤シート２０は、矩形状以外の形
状であり得る。例えば、薬剤シート２０は、円形状であってもよい。
【００６７】
　続いて図１～図４を参照して、本実施形態の空気調和機１００ａを更に説明する。空気
調和機１００ａが運転を開始して、送風ファン５ａが駆動すると、中央パネル１３０のグ
リル型の開口（吸込口３ａ）から第１流通路Ｒ１に空気が流入する。薬剤シート２０は中
央パネル１３０とフィルタ４ａとの間に挟まれているため、空気が中央パネル１３０のグ
リル型の開口（吸込口３ａ）から第１流通路Ｒ１に流入する際に、薬剤シート２０の袋体
２１の細孔から袋体２１の内部に空気が流入して、空気と薬剤２２とが接触する。また、
薬剤シート２０は静菌性ガスを放出しており、流通路Ｒを流通する空気の気流により、静
菌性ガスが流通路Ｒを流通する。静菌性ガスが流通路Ｒを流通する際に、流通路Ｒを構成
する部材に静菌成分が付着する。この結果、流通路Ｒにおいて細菌や真菌等が繁殖するこ
とを抑制することができる。
【００６８】
　また、静菌性ガスを流通させた後、空気調和機１００ａが運転を停止して、送風ファン
５ａが停止すると、静菌性ガスが流通路Ｒ内で滞留する。この結果、滞留する静菌性ガス
から流通路Ｒを構成する部材に静菌成分が付着する。よって、流通路Ｒにおいて細菌や真
菌等が繁殖することを抑制することができる。
【００６９】
　続いて図５（ａ）及び図５（ｂ）を参照して、薬剤シート２０の配置方法について説明
する。図５（ａ）及び図５（ｂ）は、中央パネル１３０及び薬剤シート２０を示す平面図
である。詳しくは、図５（ａ）及び図５（ｂ）は、中央パネル１３０の内側面（上面）を
示す。
【００７０】
　図５（ａ）に示すように、空気調和機１００ａが薬剤シート２０を１つ備える場合、薬
剤シート２０は、中央パネル１３０の中央に配置される。薬剤シート２０を中央パネル１
３０の中央に配置することにより、図２を参照して説明した流通路Ｒ全体に万遍なく静菌
性ガスを行渡らせることができる。よって、流通路Ｒを構成する部材に万遍なく静菌成分
を付着させて、流通路Ｒにおいて細菌や真菌等が繁殖することを抑制することができる。
【００７１】
　図５（ｂ）に示すように、空気調和機１００ａが薬剤シート２０を２つ備える場合、２
つの薬剤シート２０は、中央パネル１３０の対角線上に、中央パネル１３０の中心を挟ん
で配置される。この結果、図２を参照して説明した流通路Ｒ全体に万遍なく静菌性ガスを
行渡らせることができる。よって、流通路Ｒを構成する部材に万遍なく静菌成分を付着さ
せて、流通路Ｒにおいて細菌や真菌等が繁殖することを抑制することができる。また、中
央パネル１３０の対角線上に２つの薬剤シート２０を配置することにより、例えば中央パ
ネル１３０のいずれかの辺が延びる方向に沿って２つの薬剤シート２０を配置する場合と
比べて、２つの薬剤シート２０をより離して配置することができる。その結果、圧力損失
の増加を抑制することができる。
【００７２】
　続いて図６を参照して、薬剤シート２０の配置方法の他例について説明する。図６は、
薬剤シート２０を配置する位置Ｐを示す図である。詳しくは、図６は、空気調和機１００
ａの断面を示す。また、図６は、薬剤シート２０を配置する位置Ｐにおける中央パネル１
３０及びフィルタ４ａの断面を拡大して示す。以下、薬剤シート２０を配置する位置Ｐを
、「配置位置Ｐ」と記載する場合がある。
【００７３】
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　図６に示すように、配置位置Ｐは、中央パネル１３０の領域のうち、ドレンパン１６０
に対してより近い位置である。薬剤シート２０は、配置位置Ｐに配置されることにより、
中央パネル１３０の領域のうち、ドレンパン１６０に対してより近い側に配置される。細
菌や真菌等は、ドレンパン１６０において繁殖し易い。ドレンパン１６０は、流通路Ｒを
構成する。薬剤シート２０をドレンパン１６０に対してより近い側に配置することで、ド
レンパン１６０に抗菌成分がより付着し易くなる。したがって、ドレンパン１６０におい
て細菌や真菌等が繁殖することをより抑制することができる。
【００７４】
　続いて、図１～図４及び図７を参照して、本実施形態の空気調和機１００ａの内部環境
維持方法を説明する。図７は、本実施形態の空気調和機１００ａの内部環境維持方法の一
例を示すフロー図である。内部環境維持方法は、空気調和機１００ａの内部環境を維持す
るための方法である。図７に示すように、内部環境維持方法は、工程Ｓ１～工程Ｓ５を含
む。
【００７５】
　まず、工程Ｓ１において、中央パネル１３０を吸込口３ａから移動させる。中央パネル
１３０には、フィルタ４ａが装着されている。例えば、化粧パネル１２０から中央パネル
１３０を取り外す。空気調和機１００ａが昇降装置を備えている場合は、昇降装置を駆動
させて、中央パネル１３０を下降させる。例えば、昇降装置は、リモートコントローラー
を用いて操作することができる。中央パネル１３０が化粧パネル１２０に開閉自在に支持
されている場合には、工程Ｓ１において、中央パネル１３０を開く。
【００７６】
　工程Ｓ２では、中央パネル１３０からフィルタ４ａを移動させる。例えば、中央パネル
１３０からフィルタ４ａを取り外す。フィルタ４ａが中央パネル１３０に開閉自在に支持
されている場合は、工程Ｓ２において、フィルタ４ａを開く。
【００７７】
　工程Ｓ３では、中央パネル１３０とフィルタ４ａとにより薬剤シート２０を挟持できる
位置に薬剤シート２０を配置する。例えば、中央パネル１３０の上面（フィルタ４ｂに対
向する面）に薬剤シート２０を配置する。化粧パネル１２０から中央パネル１３０を取り
外した場合は、フィルタ４ｂを裏表逆にして、フィルタ４ｂの下面（中央パネル１３０に
対向する面）に薬剤シート２０を配置してもよい。なお、薬剤シート２０は、使用前に包
装材に包装されていてもよい。包装材は、包装材の内部の雰囲気と外部の雰囲気とを遮断
する。包装材は、例えばアルミ製である。薬剤シート２０を包装材で包装することにより
、使用前に薬剤シート２０が空気と触れることを回避することができる。薬剤シート２０
を使用する際には、例えば包装材を開いて、あるいは包装材を破いて、包装材から薬剤シ
ート２０を取り出して使用する。
【００７８】
　工程Ｓ４では、フィルタ４ａを中央パネル１３０に装着して、中央パネル１３０とフィ
ルタ４ａとに薬剤シート２０を挟持させる。例えば、フィルタ４ａを中央パネル１３０に
取り付けて、中央パネル１３０とフィルタ４ａとに薬剤シート２０を挟持させる。フィル
タ４ａが中央パネル１３０に開閉自在に支持されている場合は、工程Ｓ４において、フィ
ルタ４ａを閉じて、中央パネル１３０とフィルタ４ａとに薬剤シート２０を挟持させる。
【００７９】
　工程Ｓ５では、吸込口３ａに中央パネル１３０を配置する。中央パネル１３０には、フ
ィルタ４ａが装着されている。例えば、化粧パネル１２０に中央パネル１３０を取り付け
る。空気調和機１００ａが昇降装置を備えている場合は、昇降装置を駆動させて、吸込口
３ａまで中央パネル１３０を上昇させる。中央パネル１３０が化粧パネル１２０に開閉自
在に支持されている場合には、工程Ｓ５において、中央パネル１３０を閉じる。
【００８０】
　図７を参照して説明した内部環境維持方法によれば、吸込口が筐体の下面に設けられて
いる空気調和機において、薬剤シート２０を流通路Ｒに容易に配置することができる。し
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たがって、静菌性ガスを流通路Ｒに流通させることができる。静菌性ガスが流通路Ｒを流
通することにより、流通路Ｒを構成する部材に静菌成分が付着して、流通路Ｒにおいて細
菌や真菌等が繁殖することを抑制することができる。その結果、空気調和機１００ａの内
部環境が維持される。なお、薬剤シート２０は、例えば１カ月以上１年以内のサイクルで
交換される。
【００８１】
　続いて図８を参照して、本実施形態の空気調和機１００ａの内部環境維持方法の他例を
説明する。図８は、本実施形態の空気調和機１００ａの内部環境維持方法の他例を示すフ
ロー図である。
【００８２】
　図８に示すように、本実施形態の空気調和機１００ａの内部環境維持方法は、流通路Ｒ
を構成する部材に第四級アンモニウム塩を散布する散布工程（工程Ｓ６）を更に含み得る
。図８に示す例では、工程Ｓ１と工程Ｓ２との間で、散布工程（工程Ｓ６）が実施される
。つまり、中央パネル１３０を吸込口３ａから移動させた後に、流通路Ｒを構成する部材
に第四級アンモニウム塩を散布する。第四級アンモニウム塩は、濃度０．５ｍｇ／Ｌ以上
５０００ｍｇ／Ｌ以下の水溶液として用いることが好ましい。なお、水溶液に、エタノー
ルやイソプロパノール等の殺菌成分が含まれていてもよい。
【００８３】
　流通路Ｒを構成する部材に第四級アンモニウム塩を散布することにより、流通路Ｒを構
成する部材に第四級アンモニウム塩が付着して、流通路Ｒを構成する部材を除菌すること
ができる。第四級アンモニウム塩の散布は、例えば、作業者がスプレーを用いて実行する
。この場合、第四級アンモニウム塩を含有する水溶液が用いられて、流通路Ｒを構成する
部材に水溶液が噴霧される。第四級アンモニウム塩は、例えば、中央パネル１３０、吸込
口３ａ、風向ベーン１４０、吹出口２ａ、フィルタ４ａ、送風ファン５ａ、熱交換器６ａ
、支持部材１５０、及びドレンパン１６０の全て又は一部に散布される。
【００８４】
　なお、散布工程（工程Ｓ６）を実施するタイミングは、工程Ｓ１と工程Ｓ２との間に限
定されない。例えば、散布工程（Ｓ６）は、工程Ｓ２以降に実施されてもよい。例えば、
工程Ｓ４と工程Ｓ５との間で、散布工程（工程Ｓ６）が実施されてもよい。あるいは、散
布工程（工程Ｓ６）は、空気調和機１００ａの運転中に実施されてもよい。この場合、第
四級アンモニウム塩は、中央パネル１３０のグリル型の開口の下面の全面に向けて散布さ
れる。散布された第四級アンモニウム塩は、グリル型の開口から筐体１ａの内部に流入し
、流通路Ｒを流通する。この結果、流通路Ｒを構成する部材に万遍なく第四級アンモニウ
ム塩が付着する。
【００８５】
　ここで、第四級アンモニウム塩は、例えば、塩化ベンザルコニウム、塩化ベンゼトニウ
ム、塩化メチルベンゼトニウム、塩化セチルピリジニウム、塩化セチルトリメチルアンモ
ニウム、塩化ドファニウム、臭化テトラエチルアンモニウム、塩化ジデシルジメチルアン
モニウム、及び、以下の一般式（Ａ）で表される化合物の群の中から選ばれ得る。これら
の化合物のうち、以下の一般式（Ａ）で表される化合物が特に好ましい。
【化２】
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　但し、一般式（Ａ）において、Ｒ1及びＲ4は、互いに独立に、炭素原子数が１以上４以
下の直鎖もしくは分岐のアルキレン基である。Ｒ2及びＲ5は、互いに独立に、水素原子、
ハロゲン原子、炭素原子数が１以上４以下のアルキル基、又は炭素原子数が１以上４以下
のアルコキシ基である。Ｒ3は、炭素原子数が２以上１２以下の直鎖もしくは分岐のアル
キレン基である。Ｒ6は、炭素原子数が１以上１８以下の直鎖もしくは分岐のアルキル基
である。Ｚは、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子、又はＯＳＯ2Ｒ7基である。Ｒ7は、炭
素原子数が１以上４以下のアルキル基である。あるいは、Ｒ7は、置換又は非置換のフェ
ニル基である。
【００８７】
　好ましくは、一般式（Ａ）において、Ｒ1及びＲ4は、ピリジン環のメタ位又はパラ位に
結合しているメチレン基である。Ｒ2及びＲ5は、水素原子である。Ｒ3は、テトラメチレ
ン基である。Ｒ6は、オクチル基、デシル基、又はドデシル基である。Ｚは、塩素原子、
臭素原子、ヨウ素原子、又はＯＳＯ2Ｒ7基である。Ｒ7は、炭素原子数が１以上４以下の
アルキル基である。あるいは、Ｒ7は、置換又は非置換のフェニル基である。
【００８８】
　特に好ましくは、第四級アンモニウム塩は、以下の式（１）～（４）で表される化合物
である。式（１）～（４）で表される化合物のうち、式（３）で表される化合物が特に好
ましい。
【化３】

【化４】
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【化５】

【化６】

【００８９】
　以上、図１～図８を参照して本発明の実施形態１を説明した。本実施形態によれば、吸
込口が筐体の下面に設けられている空気調和機において、静菌性ガスを流通路Ｒに流通さ
せることができる。したがって、流通路Ｒを構成する部材に静菌成分が付着して、流通路
Ｒにおいて細菌や真菌等が繁殖することを抑制することができる。
【００９０】
　また、本実施形態によれば、空気調和機１００ａから吹き出る空気中に含まれる細菌や
真菌等の量を減少させることができる。その結果、空気調和機１００ａが設置されている
空間に、空気調和機１００ａから清浄な空気が供給される。
【００９１】
　また、本実施形態によれば、中央パネル１３０が吸込口３ａに対して移動自在又は開閉
自在であり、フィルタ４ａが中央パネル１３０に対して着脱自在又は開閉自在であるため
、作業者は、薬剤シート２０をフィルタ４ａと中央パネル１３０との間に容易に配置する
ことができる。
【００９２】
　また、本実施形態によれば、薬剤シート２０をフィルタ４ａと中央パネル１３０との間
に挟むことができる。したがって、接着テープ等を使用することなく、薬剤シート２０を
固定できる。但し、薬剤シート２０は、接着テープ等によって固定されてもよい。
【００９３】
　また、本実施形態によれば、中央パネル１３０の上面に薬剤シート２０を配置すること
ができる。中央パネル１３０は、筐体１ａの下面を構成する。したがって、薬剤シート２
０を支持するための構成を追加することなく、薬剤シート２０を支持することができる。
【００９４】
　また、本実施形態によれば、薬剤シート２０がフィルタ４ａと中央パネル１３０との間
に配置される。したがって、薬剤シート２０は、空気流通方向Ｄに対してフィルタ４ａよ
りも上流側に配置される。したがって、フィルタ４ａに静菌成分を付着させて、フィルタ
４ａにおいて細菌や真菌等が繁殖することを抑制することができる。
【００９５】
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　また、本実施形態によれば、流通路Ｒにおいて吹出口２ａよりも吸込口３ａに近い位置
に薬剤シート２０を配置することができる。したがって、流通路Ｒの比較的多くの部分に
静菌成分を付着させることができる。具体的には、本実施形態によれば、流通路Ｒの開始
端の近傍の位置に薬剤シート２０を配置することができる。よって、静菌性ガスは、流通
路Ｒの開始端又はその近傍から流通路Ｒを流通する。したがって、流通路Ｒのより多くの
部分に静菌成分を付着させることができる。
【００９６】
　なお、静菌性ガスは、空気と共に、吹出口２ａから筐体１ａの外部に吹き出してもよい
。但し、静菌性ガスが人体に影響を与えるガスである場合、薬剤２２は、静菌性ガスの濃
度が人体に影響を与えない濃度となるように調製することが好ましい。例えば、静菌性ガ
スが二酸化塩素である場合、人体への影響を考慮すると、静菌性ガスの濃度は、１０ｐｐ
ｂ（ｐａｒｔｓ　ｐｅｒ　ｂｉｌｌｉｏｎ）以下であることが好ましい。
【００９７】
　また、本実施形態において、薬剤シート２０は、空気流通方向Ｄに対して中央パネル１
３０よりも下流側に配置されたが、薬剤シート２０は、空気流通方向Ｄに対して中央パネ
ル１３０よりも上流側に配置されてもよい。例えば、薬剤シート２０は、中央パネル１３
０の下面に配置されてもよい。この場合、薬剤シート２０は、中央パネル１３０の下面に
接着テープ等によって貼り付けられる。
【００９８】
　また、本実施形態において、薬剤シート２０は、空気流通方向Ｄに対してフィルタ４ａ
よりも上流側に配置されたが、薬剤シート２０は、空気流通方向Ｄに対してフィルタ４ａ
よりも下流側に配置されてもよい。例えば、薬剤シート２０は、フィルタ４ａの上面に配
置されてもよい。この場合、薬剤シート２０は、フィルタ４ａの上面に、接着テープ等に
よって貼り付けられてもよい。
【００９９】
　また、本実施形態において、薬剤シート２０は、フィルタ４ａの近傍に配置されたが、
薬剤シート２０はフィルタ４ａから遠い位置に配置されてもよい。
【０１００】
　また、本実施形態において、薬剤シート２０は、流通路Ｒにおいて吹出口２ａよりも吸
込口３ａに近い位置に配置されたが、薬剤シート２０は、流通路Ｒにおいて吸込口３ａよ
りも吹出口２ａに近い位置に配置されてもよい。
【０１０１】
　また、本実施形態において、中央パネル１３０は、吸込口３ａに対して移動自在又は開
閉自在であったが、中央パネル１３０は、化粧パネル１２０に固定されてもよい。この場
合、化粧パネル１２０を本体部１１０から取り外して、流通路Ｒに薬剤シート２０を配置
してもよい。
【０１０２】
　また、本実施形態において、空気調和機１００ａは４方向吹き出し型であったが、空気
調和機１００ａは、２方向吹き出し型であってもよい。
【０１０３】
　また、本実施形態において、空気調和機１００ａは露出型であったが、空気調和機１０
０ａは、筐体１ａ全体が天井裏に設置される隠ぺい型であってもよい。
【０１０４】
［実施形態２］
　続いて図９～図１１を参照して本発明の実施形態２について説明する。但し、実施形態
１と異なる事項を説明し、実施形態１と同じ事項についての説明は割愛する。実施形態２
は、実施形態１と異なり、フィルタ４ａが中央パネル１３０から離れた位置に配置される
。
【０１０５】
　図９は、本実施形態に係る空気調和機１００ａの構成を示す断面図である。図９に示す
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ように、本実施形態のフィルタ４ａは、中央パネル１３０から離れた位置に配置される。
具体的には、フィルタ４ａは、中央パネル１３０の上方に配置される。また、フィルタ４
ａは、中央パネル１３０と送風ファン５ａとの間に配置される。本実施形態において、支
持部材１５０は、フィルタ４ａを支持する。
【０１０６】
　図１０は、本実施形態に係る空気調和機１００ａのフィルタ４ａの近傍の構成を示す断
面図である。図１０に示すように、本実施形態の薬剤シート２０は、フィルタ４ａの下面
４１に配置される。例えば、薬剤シート２０は、フィルタ４ａの下面４１に、接着テープ
により貼り付けられる。フィルタ４ａの下面４１は、中央パネル１３０に対向する対向面
である。
【０１０７】
　なお、空気調和機１００ａが薬剤シート２０を１つ備える場合、薬剤シート２０は、図
５（ａ）を参照して説明した配置方法と同様に、フィルタ４ａの下面４１の中央に配置さ
れる。空気調和機１００ａが薬剤シート２０を２つ備える場合、図５（ｂ）を参照して説
明した配置方法と同様に、２つの薬剤シート２０は、フィルタ４ａの対角線上に、フィル
タ４ａの中心を挟んで配置される。あるいは、薬剤シート２０は、図６を参照して説明し
た配置方法と同様に、フィルタ４ａの領域のうち、ドレンパン１６０により近い側に配置
される。
【０１０８】
　続いて、図９～図１１を参照して、本実施形態の空気調和機１００ａの内部環境維持方
法を説明する。図１１は、本実施形態の空気調和機１００ａの内部環境維持方法の一例を
示すフロー図である。図１１に示すように、本実施形態の内部環境維持方法は、工程Ｓ１
１～工程Ｓ１３を含む。
【０１０９】
　まず、工程Ｓ１１において、中央パネル１３０を吸込口３ａから移動させる。例えば、
化粧パネル１２０から中央パネル１３０を取り外す。空気調和機１００ａが昇降装置を備
えている場合は、昇降装置を駆動させて、中央パネル１３０を下降させる。中央パネル１
３０が化粧パネル１２０に開閉自在に支持されている場合には、工程Ｓ１１において、中
央パネル１３０を開く。
【０１１０】
　工程Ｓ１２では、フィルタ４ａの下面に薬剤シート２０を配置する。例えば、薬剤シー
ト２０は、フィルタ４ａの下面４１に、接着テープにより貼り付けられる。
【０１１１】
　工程Ｓ１３では、吸込口３ａに中央パネル１３０を配置する。例えば、化粧パネル１２
０に中央パネル１３０を取り付ける。空気調和機１００ａが昇降装置を備えている場合は
、昇降装置を駆動させて、吸込口３ａまで中央パネル１３０を上昇させる。中央パネル１
３０が化粧パネル１２０に開閉自在に支持されている場合には、工程Ｓ５において、中央
パネル１３０を閉じる。
【０１１２】
　なお、本実施形態の内部環境維持方法は、図８を参照して説明した散布工程を更に含ん
でもよい。
【０１１３】
　以上、図９～図１１を参照して本発明の実施形態２を説明した。本実施形態によれば、
吸込口が筐体の下面に設けられている空気調和機において、静菌性ガスを流通路Ｒに流通
させることができる。したがって、流通路Ｒを構成する部材に静菌成分が付着して、流通
路Ｒにおいて細菌や真菌等が繁殖することを抑制することができる。
【０１１４】
　また、本実施形態によれば、空気調和機１００ａから吹き出る空気中に含まれる細菌や
真菌等の量を減少させることができる。その結果、空気調和機１００ａが設置されている
空間に、空気調和機１００ａから清浄な空気が供給される。
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【０１１５】
　また、本実施形態によれば、中央パネル１３０が吸込口３ａに対して移動自在又は開閉
自在である。したがって、作業者は、薬剤シート２０をフィルタ４ａの下面４１に容易に
配置することができる。
【０１１６】
　また、本実施形態によれば、薬剤シート２０は、空気流通方向Ｄに対してフィルタ４ａ
よりも上流側に配置される。したがって、フィルタ４ａに静菌成分を付着させて、フィル
タ４ａにおいて細菌や真菌等が繁殖することを抑制することができる。
【０１１７】
　また、本実施形態によれば、流通路Ｒにおいて吹出口２ａよりも吸込口３ａに近い位置
に薬剤シート２０を配置することができる。したがって、流通路Ｒの比較的多くの部分に
静菌成分を付着させることができる。
【０１１８】
　なお、本実施形態において、薬剤シート２０は、空気流通方向Ｄに対してフィルタ４ａ
よりも上流側に配置されたが、薬剤シート２０は、空気流通方向Ｄに対してフィルタ４ａ
よりも下流側に配置されてもよい。例えば、薬剤シート２０は、フィルタ４ａの上面４２
に配置されてもよい。
【０１１９】
　また、本実施形態において、薬剤シート２０はフィルタ４ａの下面に配置されたが、薬
剤シート２０は中央パネル１３０の内側面（上面）に配置されてもよい。
【０１２０】
［実施形態３］
　続いて図１２～図１６を参照して本発明の実施形態３について説明する。但し、実施形
態１、２と異なる事項を説明し、実施形態１、２と同じ事項についての説明は割愛する。
実施形態３の空気調和機１００は、実施形態１、２と異なり、吸込口が筐体の上面に設け
られる。
【０１２１】
　図１２は、本実施形態に係る空気調和機１００の構成を示す断面図である。図１２に示
すように、本実施形態の空気調和機１００は、筐体１ｂと、フィルタ４ｂと、送風ファン
５ｂと、熱交換器６ｂと、上部パネル２１０と、左右風向板２２１と、上下風向板２２２
と、ベース部材２３０と、ドレンパン２４０とを備える。本実施形態において、空気調和
機１００は、壁掛け型の冷暖房機である。以下、本実施形態の空気調和機１００を「空気
調和機１００ｂ」と記載する場合がある。空気調和機１００ｂは、壁Ｗに配置される。
【０１２２】
　筐体１ｂは、本体部２２０を有する。本体部２２０は、中空のケーシングである。本体
部２２０は、フィルタ４ｂ、送風ファン５ｂ、熱交換器６ｂ、ベース部材２３０、及びド
レンパン２４０を収容する。
【０１２３】
　本体部２２０は、上部に略長方形の吸込口３ｂを有する。本体部２２０は、下部に略長
方形の吹出口２ｂを有する。上部パネル２１０は矩形状であり、吸込口３ｂに配置される
。上部パネル２１０の外形は、吸込口３ｂの外形に対応する。上部パネル２１０は、筐体
１ｂの上面を構成する。
【０１２４】
　上部パネル２１０は、グリル型の開口を有する。グリル型の開口の外形は、例えば矩形
状である。上部パネル２１０は、吸込口３ｂから移動自在である。具体的には、上部パネ
ル２１０は、本体部２２０に対して着脱自在である。あるいは、上部パネル２１０は、吸
込口３ｂに対して開閉自在であってもよい。換言すると、上部パネル２１０は、本体部２
２０に対して開閉自在であってもよい。
【０１２５】
　具体的には、上部パネル２１０を吸込口３ｂから移動自在にするために、上部パネル２
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１０は、上部パネル２１０を本体部２２０に係止するための凸部を有してもよい。例えば
、上部パネル２１０は、その四辺のそれぞれから突出する凸部を有してもよい。あるいは
、本体部２２０が、上部パネル２１０を本体部２２０に係止するための凸部を有してもよ
い。上部パネル２１０及び本体部２２０の両者が凸部を有してもよい。上部パネル２１０
と本体部２２０とは、例えばビスのような締結部材によって締結されてもよい。上部パネ
ル２１０と本体部２２０とを係止した上で、上部パネル２１０と本体部２２０とを締結さ
せてもよい。また、上部パネル２１０を吸込口３ｂに対して開閉自在にするために、上部
パネル２１０は、その一辺が本体部２２０に軸支されてもよい。
【０１２６】
　本体部２２０は、流通路Ｒを内部に有する。本実施形態において、流通路Ｒは、第１流
通路Ｒ２１と、第２流通路Ｒ２２と、第３流通路Ｒ２３とを含む。第１流通路Ｒ２１は、
吸込口３ｂに連通する。第３流通路Ｒ２３は、吹出口２ｂに連通する。第２流通路Ｒ２２
は、第１流通路Ｒ２１と第３流通路Ｒ２３とを連通させる。吸込口３ｂは、流通路Ｒ（第
１流通路Ｒ２１）に空気を流入させる。吹出口２ｂから、流通路Ｒを流通した空気が吹き
出る。
【０１２７】
　フィルタ４ｂは、吸込口３ｂの近傍に配置される。本実施形態において、フィルタ４ｂ
は、上部パネル２１０の下面に装着される。上部パネル２１０の下面は、筐体１ｂの内部
空間に面する内側面である。上部パネル２１０は、空気流通方向Ｄに対してフィルタ４ｂ
よりも上流側に配置される。具体的には、フィルタ４ｂは、上部パネル２１０のグリル型
の開口を覆う。フィルタ４ｂの外形は、例えば矩形状である。フィルタ４ｂは、例えば網
目状であり、上部パネル２１０の開口から筐体１ｂの内部に吸い込まれた空気から塵や埃
等を除去する。なお、フィルタ４ｂは、抗菌処理された抗菌フィルタであってもよい。
【０１２８】
　上部パネル２１０は、フィルタ４ｂが装着された状態で、吸込口３ｂから移動する。あ
るいは、上部パネル２１０は、フィルタ４ｂが装着された状態で、吸込口３ｂに対して開
閉する。
【０１２９】
　フィルタ４ｂは、上部パネル２１０に着脱自在又は開閉自在に装着される。具体的には
、フィルタ４ｂを上部パネル２１０に対して着脱自在にするために、フィルタ４ｂは、フ
ィルタ４ｂを上部パネル２１０に係止するための凸部を有してもよい。例えば、フィルタ
４ｂは、その四辺のそれぞれから突出する凸部を有してもよい。あるいは、上部パネル２
１０が、フィルタ４ｂを上部パネル２１０に係止するための凸部を有してもよい。フィル
タ４ｂ及び上部パネル２１０の両者が凸部を有してもよい。フィルタ４ｂと上部パネル２
１０とは、例えばビスのような締結部材によって締結されてもよい。フィルタ４ｂと上部
パネル２１０とを係止した上で、フィルタ４ｂと上部パネル２１０とを締結させてもよい
。また、フィルタ４ｂを上部パネル２１０に対して開閉自在にするために、フィルタ４ｂ
は、その一辺が上部パネル２１０に軸支されてもよい。
【０１３０】
　送風ファン５ｂは、流通路Ｒに配置される。送風ファン５ｂは、モータと、ファンとを
有する。送風ファン５ｂは、空気調和機１００ｂの運転時に駆動する。より具体的には、
送風ファン５ｂのファンが、空気調和機１００ｂの運転時に回転する。送風ファン５ｂの
ファンは、例えば、クロスフローファンである。クロスフローファンは、例えば、略円筒
体の羽根車である。
【０１３１】
　送風ファン５ｂが駆動することに応じて、上部パネル２１０のグリル型の開口（吸込口
３ｂ）から筐体１ｂの内部に空気が吸い込まれる。具体的には、上部パネル２１０のグリ
ル型の開口（吸込口３ｂ）を介して第１流通路Ｒ２１に空気が流入する。また、送風ファ
ン５ｂが駆動することに応じて、上部パネル２１０のグリル型の開口（吸込口３ｂ）から
吸い込まれた空気が流通路Ｒを流通して、吹出口２ｂから筐体１ｂの外部へ吹き出る。具
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体的には、上部パネル２１０のグリル型の開口（吸込口３ｂ）から吸い込まれた空気は、
第１流通路Ｒ２１、第２流通路Ｒ２２、及び第３流通路Ｒ２３をこの順に流通して、吹出
口２ｂから吹き出る。
【０１３２】
　熱交換器６ｂは、空気流通方向Ｄに対して送風ファン５ｂよりも上流に配置される。具
体的には、熱交換器６ｂは、流通路Ｒにおいて送風ファン５ｂと吸込口３ｂとの間に配置
される。熱交換器６ｂは、吸込口３ｂから第１流通路Ｒ２１に流入した空気との間で熱を
交換する。熱交換器６ｂにより熱交換された空気は、第２流通路Ｒ２２を流通した後、第
３流通路Ｒ２３を流通して、吹出口２ｂから筐体１ｂの外部に吹き出る。
【０１３３】
　ベース部材２３０は、ドレンパン２４０を支持する。ドレンパン２４０は、熱交換器６
ｂから滴下した結露水を貯留する。なお、ベース部材２３０とドレンパン２４０とは単一
の部材であり得る。換言すると、ドレンパン２４０は、ベース部材２３０の一部であり得
る。結露水は、ドレンパン２４０を伝ってドレンホースに流入し、ドレンホースを介して
室外へ排出される。
【０１３４】
　左右風向板２２１及び上下風向板２２２は、吹出口２ｂに設けられる。左右風向板２２
１及び上下風向板２２２は、吹出口２ｂから吹き出る空気の方向を調整する。左右風向板
２２１及び上下風向板２２２は、ベース部材２３０に回動自在に支持される。
【０１３５】
　続いて図１３を参照して、本実施形態の空気調和機１００ｂを更に説明する。図１３は
、本実施形態に係る空気調和機１００ｂの上部パネル２１０及びフィルタ４ｂの近傍の構
成を示す断面図である。
【０１３６】
　図１３に示すように、空気調和機１００ｂは、薬剤シート２０を更に備える。薬剤シー
ト２０は流通路Ｒに配置されて、流通路Ｒを流通する空気と接触する。
【０１３７】
　本実施形態では、薬剤シート２０は、上部パネル２１０とフィルタ４ｂとの間に配置さ
れる。より具体的には、薬剤シート２０は、上部パネル２１０とフィルタ４ｂとにより挟
持される。したがって、薬剤シート２０は、上部パネル２１０の内側面に配置される。上
部パネル２１０の内側面に薬剤シート２０を配置することにより、流通路Ｒのうち、吸込
口３ｂの近傍の位置に薬剤シート２０を配置することができる。換言すると、流通路Ｒの
開始端の近傍の位置に薬剤シート２０を配置することができる。また、薬剤シート２０が
上部パネル２１０とフィルタ４ｂとにより挟持されるため、薬剤シート２０を保持するた
めの構成を追加することなく、薬剤シート２０を保持することができる。
【０１３８】
　薬剤シート２０は、図３（ｂ）及び図４を参照して説明したように、袋体２１と、複数
の薬剤２２とを備える。薬剤２２は、静菌性ガスを発生する。静菌性ガスは、例えば二酸
化塩素である。薬剤シート２０については、図３（ｂ）及び図４を参照して既に説明して
いるため、ここでの詳しい説明は割愛する。
【０１３９】
　なお、空気調和機１００ｂが薬剤シート２０を１つ備える場合、薬剤シート２０は、図
５（ａ）を参照して説明した配置方法と同様に、上部パネル２１０の中央に配置される。
空気調和機１００ｂが薬剤シート２０を２つ備える場合、図５（ｂ）を参照して説明した
配置方法と同様に、２つの薬剤シート２０は、上部パネル２１０の対角線上に、上部パネ
ル２１０の中心を挟んで配置される。あるいは、薬剤シート２０は、図６を参照して説明
した配置方法と同様に、上部パネル２１０の領域のうち、ドレンパン１６０により近い側
に配置される。
【０１４０】
　続いて図１２及び図１３を参照して、本実施形態の空気調和機１００ｂを更に説明する
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。空気調和機１００ｂが運転を開始して、送風ファン５ｂが駆動すると、上部パネル２１
０のグリル型の開口（吸込口３ｂ）から第１流通路Ｒ２１に空気が流入する。薬剤シート
２０は上部パネル２１０とフィルタ４ｂとの間に挟まれているため、上部パネル２１０の
グリル型の開口（吸込口３ｂ）から第１流通路Ｒ２１に空気が流入する際に、薬剤シート
２０の袋体２１の細孔から袋体２１の内部に空気が流入して、空気と薬剤２２とが接触す
る。また、薬剤シート２０は静菌性ガスを放出しており、流通路Ｒを流通する空気の気流
により、静菌性ガスが流通路Ｒを流通する。
【０１４１】
　続いて図１２～図１４を参照して、本実施形態の空気調和機１００ｂの内部環境維持方
法を説明する。図１４は、本実施形態の空気調和機１００ｂの内部環境維持方法の一例を
示すフロー図である。図１４に示すように、本実施形態の内部環境維持方法は、工程Ｓ２
１～工程Ｓ２５を含む。
【０１４２】
　まず、工程Ｓ２１において、上部パネル２１０を吸込口３ｂから移動させる。上部パネ
ル２１０には、フィルタ４ｂが装着されている。例えば、本体部２２０から上部パネル２
１０を取り外す。上部パネル２１０が本体部２２０に開閉自在に支持されている場合には
、工程Ｓ２１において、上部パネル２１０を開く。
【０１４３】
　工程Ｓ２２では、上部パネル２１０からフィルタ４ｂを移動させる。例えば、上部パネ
ル２１０からフィルタ４ｂを取り外す。フィルタ４ｂが上部パネル２１０に開閉自在に支
持されている場合は、工程Ｓ２２において、フィルタ４ｂを開く。
【０１４４】
　工程Ｓ２３では、上部パネル２１０とフィルタ４ｂとにより薬剤シート２０を挟持でき
る位置に薬剤シート２０を配置する。例えば、フィルタ４ｂの上面（上部パネル２１０に
対向する面）に薬剤シート２０を配置する。本体部２２０から上部パネル２１０を取り外
した場合は、上部パネル２１０を裏表逆にして、上部パネル２１０の下面（フィルタ４ｂ
に対向する面）に薬剤シート２０を配置してもよい。
【０１４５】
　工程Ｓ２４では、フィルタ４ｂを上部パネル２１０に装着して、上部パネル２１０とフ
ィルタ４ｂとに薬剤シート２０を挟持させる。例えば、フィルタ４ｂを上部パネル２１０
に取り付けて、上部パネル２１０とフィルタ４ｂとに薬剤シート２０を挟持させる。フィ
ルタ４ｂが上部パネル２１０に開閉自在に支持されている場合は、工程Ｓ２４において、
フィルタ４ｂを閉じて、上部パネル２１０とフィルタ４ｂとに薬剤シート２０を挟持させ
る。
【０１４６】
　工程Ｓ２５では、吸込口３ｂに上部パネル２１０を配置する。上部パネル２１０には、
フィルタ４ｂが装着されている。例えば、本体部２２０に上部パネル２１０を取り付ける
。上部パネル２１０が本体部２２０に開閉自在に支持されている場合には、工程Ｓ２５に
おいて、上部パネル２１０を閉じる。
【０１４７】
　図１４を参照して説明した内部環境維持方法によれば、吸込口が筐体の上面に設けられ
ている空気調和機において、薬剤シート２０を流通路Ｒに配置することができる。したが
って、静菌性ガスを流通路Ｒに流通させることができる。静菌性ガスが流通路Ｒを流通す
ることにより、流通路Ｒを構成する部材に静菌成分が付着して、流通路Ｒにおいて細菌や
真菌等が繁殖することを抑制することができる。その結果、空気調和機１００ｂの内部環
境が維持される。
【０１４８】
　なお、本実施形態の内部環境維持方法は、実施形態１、２と同様に、図８を参照して説
明した散布工程を更に含み得る。本実施形態において、第四級アンモニウム塩は、例えば
、吸込口３ｂ、上部パネル２１０、左右風向板２２１及び上下風向板２２２、吹出口２ｂ
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、フィルタ４ｂ、送風ファン５ｂ、熱交換器６ｂ、ベース部材２３０、及びドレンパン２
４０の全て又は一部に散布される。
【０１４９】
　続いて図１５を参照して、本実施形態の空気調和機１００ｂの内部環境維持方法の他例
を説明する。図１５は、本実施形態の空気調和機１００ｂの内部環境維持方法の他例を示
すフロー図である。
【０１５０】
　図１２及び図１３を参照して説明した空気調和機１００ｂにおいて、フィルタ４ｂは上
部パネル２１０に装着されたが、フィルタ４ｂは、上部パネル２１０に装着されていなく
てもよい。この場合、フィルタ４ｂは、上部パネル２１０に隣接する位置に配置される。
図１５は、フィルタ４ｂが上部パネル２１０に装着されていない空気調和機１００ｂの内
部環境維持方法を示す。図１５に示す内部環境維持方法は、工程Ｓ３１～工程Ｓ３３を含
む。
【０１５１】
　まず、工程Ｓ３１において、上部パネル２１０を吸込口３ｂから移動させる。この結果
、吸込口３ｂを介して、フィルタ４ｂが露出する。例えば、本体部２２０から上部パネル
２１０を取り外す。上部パネル２１０が本体部２２０に開閉自在に支持されている場合に
は、工程Ｓ３１において、上部パネル２１０を開く。
【０１５２】
　工程Ｓ３２では、フィルタ４ｂの上面に薬剤シート２０を配置する。
【０１５３】
　工程Ｓ３３では、吸込口３ｂに上部パネル２１０を配置する。この結果、上部パネル２
１０とフィルタ４ｂとによって薬剤シート２０が挟持される。例えば、本体部２２０に上
部パネル２１０を取り付ける。上部パネル２１０が本体部２２０に開閉自在に支持されて
いる場合には、工程Ｓ３３において、上部パネル２１０を閉じる。
【０１５４】
　なお、図１５に示す内部環境維持方法は、図８を参照して説明した散布工程を更に含み
得る。
【０１５５】
　以上、図１２～図１５を参照して本発明の実施形態３を説明した。本実施形態によれば
、吸込口が筐体の上面に設けられている空気調和機において、静菌性ガスを流通路Ｒに流
通させることができる。したがって、流通路Ｒを構成する部材に静菌成分が付着して、流
通路Ｒにおいて細菌や真菌等が繁殖することを抑制することができる。
【０１５６】
　また、本実施形態によれば、空気調和機１００ｂから吹き出る空気中に含まれる細菌や
真菌等の量を減少させることができる。その結果、空気調和機１００ｂが設置されている
空間に、空気調和機１００ｂから清浄な空気が供給される。
【０１５７】
　また、本実施形態によれば、上部パネル２１０が吸込口３ｂに対して移動自在又は開閉
自在であるため、作業者は、薬剤シート２０をフィルタ４ｂと上部パネル２１０との間に
容易に配置することができる。
【０１５８】
　また、本実施形態によれば、薬剤シート２０をフィルタ４ｂと上部パネル２１０との間
に挟むことができる。したがって、接着テープ等を使用することなく、薬剤シート２０を
固定できる。但し、薬剤シート２０は、接着テープ等によって固定されてもよい。
【０１５９】
　また、本実施形態によれば、フィルタ４ｂの上面に薬剤シート２０を配置することがで
きる。したがって、薬剤シート２０を支持するための構成を追加することなく、薬剤シー
ト２０を支持することができる。
【０１６０】
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　また、本実施形態によれば、薬剤シート２０がフィルタ４ｂと上部パネル２１０との間
に配置される。したがって、薬剤シート２０は、空気流通方向Ｄに対してフィルタ４ｂよ
りも上流側に配置される。したがって、フィルタ４ｂに静菌成分を付着させて、フィルタ
４ｂにおいて細菌や真菌等が繁殖することを抑制することができる。
【０１６１】
　また、本実施形態によれば、流通路Ｒにおいて吹出口２ｂよりも吸込口３ｂに近い位置
に薬剤シート２０を配置することができる。したがって、流通路Ｒの比較的多くの部分に
静菌成分を付着させることができる。具体的には、本実施形態によれば、流通路Ｒの開始
端の近傍の位置に薬剤シート２０を配置することができる。よって、静菌性ガスは、流通
路Ｒの開始端又はその近傍から流通路Ｒを流通する。したがって、流通路Ｒのより多くの
部分に静菌成分を付着させることができる。
【０１６２】
　なお、静菌性ガスは、空気と共に、吹出口２ｂから筐体１ｂの外部に吹き出してもよい
。但し、静菌性ガスが人体に影響を与えるガスである場合、薬剤２２は、静菌性ガスの濃
度が人体に影響を与えない濃度となるように調製することが好ましい。例えば、静菌性ガ
スが二酸化塩素である場合、人体への影響を考慮すると、静菌性ガスの濃度は、１０ｐｐ
ｂ以下であることが好ましい。
【０１６３】
　また、本実施形態において、薬剤シート２０は、空気流通方向Ｄに対して上部パネル２
１０よりも下流側に配置されたが、薬剤シート２０は、空気流通方向Ｄに対して上部パネ
ル２１０よりも上流側に配置されてもよい。例えば、薬剤シート２０は、上部パネル２１
０の上面に配置されてもよい。この場合、薬剤シート２０は、上部パネル２１０の上面に
接着テープ等によって貼り付けられてもよい。
【０１６４】
　また、本実施形態において、薬剤シート２０は、空気流通方向Ｄに対してフィルタ４ｂ
よりも上流側に配置されたが、薬剤シート２０は、空気流通方向Ｄに対してフィルタ４ｂ
よりも下流側に配置されてもよい。例えば、薬剤シート２０は、フィルタ４ｂの下面に配
置されてもよい。この場合、薬剤シート２０は、フィルタ４ｂの下面に、接着テープ等に
よって貼り付けられてもよい。
【０１６５】
　また、本実施形態において、薬剤シート２０は、フィルタ４ｂの近傍に配置されたが、
薬剤シート２０はフィルタ４ｂから遠い位置に配置されてもよい。
【０１６６】
　また、本実施形態において、薬剤シート２０は、流通路Ｒにおいて吹出口２ｂよりも吸
込口３ｂに近い位置に配置されたが、薬剤シート２０は、流通路Ｒにおいて吸込口３ｂよ
りも吹出口２ｂに近い位置に配置されてもよい。
【０１６７】
　また、本実施形態において、フィルタ４ｂは筐体１ｂの上部にのみ設けられたが、フィ
ルタ４ｂは、筐体１ｂの上部から前部にわたって設けられてもよい。以下、図１６を参照
して、本実施形態の空気調和機１００ｂの他例について説明する。図１６は、本実施形態
に係る空気調和機１００ｂの他例の構成を示す断面図である。詳しくは、図１６は、前面
パネル２５０が開いた状態の空気調和機１００ｂを示す。
【０１６８】
　図１６に示す空気調和機１００ｂにおいて、フィルタ４ｂは、筐体１ｂの上部から前部
にわたって設けられる。より具体的には、フィルタ４ｂは、ベース部材２３０の上面から
前面にわたって、ベース部材２３０に取り付けられる。
【０１６９】
　図１６に示す空気調和機１００ｂにおいて、筐体１ｂは、本体部２２０と、前面パネル
２５０とを有する。前面パネル２５０は、本体部２２０に対して開閉自在である。より具
体的には、本体部２２０に対して前面パネル２５０の下部側が開くように、前面パネル２
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５０は本体部２２０に回動自在に支持される。
【０１７０】
　前面パネル２５０は、閉じた状態において、本体部２２０の前面に配置される。前面パ
ネル２５０が開いた状態において、前面パネル２５０とベース部材２３０との隙間からフ
ィルタ４ｂを引き出して、ベース部材２３０からフィルタ４ｂを取り外すことができる。
また、前面パネル２５０が開いた状態において、前面パネル２５０とベース部材２３０と
の隙間から筐体１ｂの内部にフィルタ４ｂを挿入して、ベース部材２３０にフィルタ４ｂ
を取り付けることができる。
【０１７１】
　図１６に示す空気調和機１００ｂにおいて、薬剤シート２０は、上部パネル２１０の内
側面（下面）に、接着テープ等によって貼り付けられてもよい。あるいは、薬剤シート２
０は、フィルタ４ｂの外側面４３又は内側面４４に、接着テープ等によって貼り付けられ
てもよい。あるいは、薬剤シート２０は、フィルタ４ｂとベース部材２３０とにより挟持
されてもよい。この場合、薬剤シート２０は、フィルタ４ｂとベース部材２３０との間に
配置される。なお、フィルタ４ｂの内側面４４は、熱交換器６ｂ側の面である。フィルタ
４ｂの外側面４３は、熱交換器６ｂ側とは反対側の面である。
【０１７２】
［実施形態４］
　続いて図１７～図２０を参照して本発明の実施形態４について説明する。但し、実施形
態１～３と異なる事項を説明し、実施形態１～３と同じ事項についての説明は割愛する。
実施形態４の空気調和機１００は、実施形態１～３と異なり、吸込口が筐体の側面に設け
られる。
【０１７３】
　図１７は、本実施形態に係る空気調和機１００の斜視図である。図１８は、本実施形態
に係る空気調和機１００の構成を示す断面図である。図１７及び図１８に示すように、空
気調和機１００は、筐体１ｃと、フィルタ４ｃ（図１８）と、送風ファン５ｃ（図１８）
と、熱交換器６ｃ（図１８）と、側面パネル３１０とを備える。なお、図示しないが、本
実施形態の空気調和機１００は、熱交換器６ｃから滴下した結露水を貯留するドレンパン
を更に備える。本実施形態において、空気調和機１００は、床置き型の冷暖房機である。
以下、本実施形態の空気調和機１００を「空気調和機１００ｃ」と記載する場合がある。
空気調和機１００ｃは、床面に設置される。
【０１７４】
　筐体１ｃは、本体部３２０を有する。本体部３２０は、中空のケーシングである。本体
部３２０は、フィルタ４ｃ、送風ファン５ｃ、熱交換器６ｃ、及びドレンパンを収容する
。
【０１７５】
　本体部３２０は、側面下部に略長方形の吸込口３ｃを有する。本体部３２０は、側面上
部に略長方形の吹出口２ｃを有する。側面パネル３１０は矩形状であり、吸込口３ｃに配
置される。側面パネル３１０の外形は、吸込口３ｃの外形に対応する。側面パネル３１０
は、筐体１ｃの側面の一部を構成する。
【０１７６】
　側面パネル３１０は、グリル型の開口を有する（図１７）。グリル型の開口の外形は、
例えば矩形状である。側面パネル３１０は、吸込口３ｃから移動自在である。具体的には
、側面パネル３１０は、本体部３２０に対して着脱自在である。あるいは、側面パネル３
１０は、吸込口３ｃに対して開閉自在であってもよい。換言すると、側面パネル３１０は
、本体部３２０に対して開閉自在であってもよい。
【０１７７】
　具体的には、側面パネル３１０を吸込口３ｃから移動自在にするために、側面パネル３
１０は、側面パネル３１０を本体部３２０に係止するための凸部を有してもよい。例えば
、側面パネル３１０は、その四辺のそれぞれから突出する凸部を有してもよい。あるいは
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、本体部３２０が、側面パネル３１０を本体部３２０に係止するための凸部を有してもよ
い。側面パネル３１０及び本体部３２０の両者が凸部を有してもよい。側面パネル３１０
と本体部３２０とは、例えばビスのような締結部材によって締結されてもよい。側面パネ
ル３１０と本体部３２０とを係止した上で、側面パネル３１０と本体部３２０とを締結さ
せてもよい。また、側面パネル３１０を吸込口３ｃに対して開閉自在にするために、側面
パネル３１０は、その一辺が本体部３２０に軸支されてもよい。
【０１７８】
　図１８に示すように、本体部３２０は、流通路Ｒを内部に有する。本実施形態において
、流通路Ｒは、第１流通路Ｒ３１と、第２流通路Ｒ３２と、第３流通路Ｒ３３とを含む。
第１流通路Ｒ３１は、吸込口３ｃに連通する。第３流通路Ｒ３３は、吹出口２ｃに連通す
る。第２流通路Ｒ３２は、第１流通路Ｒ３１と第３流通路Ｒ３３とを連通させる。吸込口
３ｃは、流通路Ｒ（第１流通路Ｒ３１）に空気を流入させる。吹出口２ｃから、流通路Ｒ
を流通した空気が吹き出る。
【０１７９】
　フィルタ４ｃは、吸込口３ｃの近傍に配置される。本実施形態において、フィルタ４ｃ
は、側面パネル３１０の内側面に装着される。側面パネル３１０の内側面は、筐体１ｃの
内部空間に面する面である。具体的には、フィルタ４ｃは、側面パネル３１０のグリル型
の開口を覆う。フィルタ４ｃの外形は、例えば矩形状である。フィルタ４ｃは、例えば網
目状であり、側面パネル３１０の開口から筐体１ｃの内部に吸い込まれた空気から塵や埃
等を除去する。なお、フィルタ４ｃは、抗菌処理された抗菌フィルタであってもよい。
【０１８０】
　側面パネル３１０は、フィルタ４ｃが装着された状態で、吸込口３ｃから移動する。あ
るいは、側面パネル３１０は、フィルタ４ｃが装着された状態で、吸込口３ｃに対して開
閉する。
【０１８１】
　フィルタ４ｃは、側面パネル３１０に着脱自在又は開閉自在に装着される。具体的には
、フィルタ４ｃを側面パネル３１０に対して着脱自在にするために、フィルタ４ｃは、フ
ィルタ４ｃを側面パネル３１０に係止するための凸部を有してもよい。例えば、フィルタ
４ｃは、その四辺のそれぞれから突出する凸部を有してもよい。あるいは、側面パネル３
１０が、フィルタ４ｃを側面パネル３１０に係止するための凸部を有してもよい。フィル
タ４ｃ及び側面パネル３１０の両者が凸部を有してもよい。フィルタ４ｃと側面パネル３
１０とは、例えばビスのような締結部材によって締結されてもよい。フィルタ４ｃと側面
パネル３１０とを係止した上で、フィルタ４ｃと側面パネル３１０とを締結させてもよい
。また、フィルタ４ｃを側面パネル３１０に対して開閉自在にするために、フィルタ４ｃ
は、その一辺が側面パネル３１０に軸支されてもよい。
【０１８２】
　送風ファン５ｃは、流通路Ｒに配置される。送風ファン５ｃは、モータと、ファンとを
有する。送風ファン５ｃは、空気調和機１００ｃの運転時に駆動する。より具体的には、
送風ファン５ｃのファンが、空気調和機１００ｃの運転時に回転する。
【０１８３】
　送風ファン５ｃが駆動することに応じて、側面パネル３１０のグリル型の開口（吸込口
３ｃ）から筐体１ｃの内部に空気が吸い込まれる。具体的には、側面パネル３１０のグリ
ル型の開口（吸込口３ｃ）を介して第１流通路Ｒ３１に空気が流入する。また、送風ファ
ン５ｃが駆動することに応じて、側面パネル３１０のグリル型の開口（吸込口３ｃ）から
吸い込まれた空気が流通路Ｒを流通して、吹出口２ｃから筐体１ｃの外部へ吹き出る。具
体的には、側面パネル３１０のグリル型の開口（吸込口３ｃ）から吸い込まれた空気は、
第１流通路Ｒ３１、第２流通路Ｒ３２、及び第３流通路Ｒ３３をこの順に流通して、吹出
口２ｃから吹き出る。
【０１８４】
　熱交換器６ｃは、空気流通方向Ｄに対して送風ファン５ｃよりも下流に配置される。具
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体的には、熱交換器６ｃは、流通路Ｒにおいて、送風ファン５ｃと吹出口２ｃとの間に配
置される。熱交換器６ｃは、送風ファン５ｃから送風されてくる空気との間で熱を交換す
る。熱交換器６ｃにより熱交換された空気は、第３流通路Ｒ３を流通して、吹出口２ｃか
ら筐体１ｃの外部に吹き出る。
【０１８５】
　続いて図１９を参照して、本実施形態の空気調和機１００ｃを更に説明する。図１９は
、本実施形態に係る空気調和機１００ｃの側面パネル３１０及びフィルタ４ｃの近傍の構
成を示す断面図である。
【０１８６】
　図１９に示すように、空気調和機１００ｃは、薬剤シート２０を更に備える。薬剤シー
ト２０は流通路Ｒに配置されて、流通路Ｒを流通する空気と接触する。
【０１８７】
　本実施形態では、薬剤シート２０は、側面パネル３１０とフィルタ４ｃとの間に配置さ
れる。より具体的には、薬剤シート２０は、側面パネル３１０とフィルタ４ｃとにより挟
持される。したがって、薬剤シート２０は、側面パネル３１０の内側面に配置される。側
面パネル３１０の内側面に薬剤シート２０を配置することにより、流通路Ｒのうち、吸込
口３ｃの近傍の位置に薬剤シート２０を配置することができる。換言すると、流通路Ｒの
開始端の近傍の位置に薬剤シート２０を配置することができる。また、薬剤シート２０が
側面パネル３１０とフィルタ４ｃとにより挟持されるため、薬剤シート２０を保持するた
めの構成を追加することなく、薬剤シート２０を保持することができる。
【０１８８】
　薬剤シート２０は、図３（ｂ）及び図４を参照して説明したように、袋体２１と、複数
の薬剤２２とを備える。薬剤２２は、静菌性ガスを発生する。静菌性ガスは、例えば二酸
化塩素である。薬剤シート２０については、図３（ｂ）及び図４を参照して既に説明して
いるため、ここでの詳しい説明は割愛する。
【０１８９】
　なお、空気調和機１００ｃが薬剤シート２０を１つ備える場合、薬剤シート２０は、図
５（ａ）を参照して説明した配置方法と同様に、側面パネル３１０の中央に配置される。
空気調和機１００ｃが薬剤シート２０を２つ備える場合、図５（ｂ）を参照して説明した
配置方法と同様に、２つの薬剤シート２０は、側面パネル３１０の対角線上に、側面パネ
ル３１０の中心を挟んで配置される。あるいは、薬剤シート２０は、図６を参照して説明
した配置方法と同様に、側面パネル３１０のうち、ドレンパンにより近い側に配置される
。
【０１９０】
　続いて図１８及び図１９を参照して、本実施形態の空気調和機１００ｃを更に説明する
。空気調和機１００ｃが運転を開始して、送風ファン５ｃが駆動すると、側面パネル３１
０のグリル型の開口（吸込口３ｃ）から第１流通路Ｒ３１に空気が流入する。薬剤シート
２０は側面パネル３１０とフィルタ４ｃとの間に挟まれているため、側面パネル３１０の
グリル型の開口（吸込口３ｃ）から第１流通路Ｒ３１に空気が流入する際に、薬剤シート
２０の袋体２１の細孔から袋体２１の内部に空気が流入して、空気と薬剤２２とが接触す
る。また、薬剤シート２０は静菌性ガスを放出しており、流通路Ｒを流通する空気の気流
により、静菌性ガスが流通路Ｒを流通する。
【０１９１】
　続いて図１７～図２０を参照して、本実施形態の空気調和機１００ｃの内部環境維持方
法を説明する。図２０は、本実施形態の空気調和機１００ｃの内部環境維持方法の一例を
示すフロー図である。図２０に示すように、本実施形態の内部環境維持方法は、工程Ｓ３
１～工程Ｓ３５を含む。
【０１９２】
　まず、工程Ｓ３１において、図１４を参照して説明した工程Ｓ２１と同様に、側面パネ
ル３１０を吸込口３ｃから移動させる。
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【０１９３】
　工程Ｓ３２では、図１４を参照して説明した工程Ｓ２２と同様に、側面パネル３１０か
らフィルタ４ｃを移動させる。
【０１９４】
　工程Ｓ３３では、側面パネル３１０とフィルタ４ｃとにより薬剤シート２０を挟持でき
る位置に薬剤シート２０を配置する。例えば、側面パネル３１０からフィルタ４ｃを移動
させた後に、側面パネル３１０の内側面を上方に向けて、側面パネル３１０の内側面に薬
剤シート２０を配置してもよい。
【０１９５】
　工程Ｓ３４では、図１４を参照して説明した工程Ｓ２４と同様に、フィルタ４ｃを側面
パネル３１０に装着して、側面パネル３１０とフィルタ４ｃとに薬剤シート２０を挟持さ
せる。
【０１９６】
　工程Ｓ３５では、図１４を参照して説明した工程Ｓ２５と同様に、吸込口３ｃに側面パ
ネル３１０を配置する。
【０１９７】
　図２０を参照して説明した内部環境維持方法によれば、吸込口が筐体の側面に設けられ
ている空気調和機において、薬剤シート２０を流通路Ｒに配置することができる。したが
って、静菌性ガスを流通路Ｒに流通させることができる。静菌性ガスが流通路Ｒを流通す
ることにより、流通路Ｒを構成する部材に静菌成分が付着して、流通路Ｒにおいて細菌や
真菌等が繁殖することを抑制することができる。その結果、空気調和機１００ｃの内部環
境が維持される。
【０１９８】
　なお、本実施形態の内部環境維持方法は、実施形態１～３と同様に、図８を参照して説
明した散布工程を更に含み得る。本実施形態において、第四級アンモニウム塩は、例えば
、吸込口３ｃ、側面パネル３１０、吹出口２ｃ、フィルタ４ｃ、送風ファン５ｃ、熱交換
器６ｃ、及びドレンパンの全て又は一部に散布される。
【０１９９】
　以上、図１７～図２０を参照して本発明の実施形態４を説明した。本実施形態によれば
、吸込口が筐体の側面に設けられている空気調和機において、静菌性ガスを流通路Ｒに流
通させることができる。したがって、流通路Ｒを構成する部材に静菌成分が付着して、流
通路Ｒにおいて細菌や真菌等が繁殖することを抑制することができる。
【０２００】
　また、本実施形態によれば、空気調和機１００ｃから吹き出る空気中に含まれる細菌や
真菌等の量を減少させることができる。その結果、空気調和機１００ｃが設置されている
空間に、空気調和機１００ｃから清浄な空気が供給される。
【０２０１】
　また、本実施形態によれば、側面パネル３１０が吸込口３ｃに対して移動自在又は開閉
自在であるため、作業者は、薬剤シート２０をフィルタ４ｃと側面パネル３１０との間に
容易に配置することができる。
【０２０２】
　また、本実施形態によれば、薬剤シート２０をフィルタ４ｃと側面パネル３１０との間
に挟むことができる。したがって、接着テープ等を使用することなく、薬剤シート２０を
固定できる。但し、薬剤シート２０は、接着テープ等によって固定されてもよい。
【０２０３】
　また、本実施形態によれば、薬剤シート２０がフィルタ４ｃと側面パネル３１０との間
に配置される。したがって、薬剤シート２０は、空気流通方向Ｄに対してフィルタ４ｃよ
りも上流側に配置される。したがって、フィルタ４ｃに静菌成分を付着させて、フィルタ
４ｃにおいて細菌や真菌等が繁殖することを抑制することができる。
【０２０４】
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　また、本実施形態によれば、流通路Ｒにおいて吹出口２ｃよりも吸込口３ｃに近い位置
に薬剤シート２０を配置することができる。したがって、流通路Ｒの比較的多くの部分に
静菌成分を付着させることができる。具体的には、本実施形態によれば、流通路Ｒの開始
端の近傍の位置に薬剤シート２０を配置することができる。よって、静菌性ガスは、流通
路Ｒの開始端又はその近傍から流通路Ｒを流通する。したがって、流通路Ｒのより多くの
部分に静菌成分を付着させることができる。
【０２０５】
　なお、静菌性ガスは、空気と共に、吹出口２ｃから筐体１ｃの外部に吹き出してもよい
。但し、静菌性ガスが人体に影響を与えるガスである場合、薬剤２２は、静菌性ガスの濃
度が人体に影響を与えない濃度となるように調製することが好ましい。例えば、静菌性ガ
スが二酸化塩素である場合、人体への影響を考慮すると、静菌性ガスの濃度は、１０ｐｐ
ｂ以下であることが好ましい。
【０２０６】
　また、本実施形態において、薬剤シート２０は、空気流通方向Ｄに対してフィルタ４ｃ
よりも上流側に配置されたが、薬剤シート２０は、空気流通方向Ｄに対してフィルタ４ｃ
よりも下流側に配置されてもよい。例えば、薬剤シート２０は、フィルタ４ｃの内側面に
配置されてもよい。この場合、薬剤シート２０は、フィルタ４ｃの内側面に、接着テープ
等によって貼り付けられてもよい。
【０２０７】
　また、本実施形態において、薬剤シート２０は、フィルタ４ｃの近傍に配置されたが、
薬剤シート２０はフィルタ４ｃから遠い位置に配置されてもよい。
【０２０８】
　また、本実施形態において、薬剤シート２０は、流通路Ｒにおいて吹出口２ｃよりも吸
込口３ｃに近い位置に配置されたが、薬剤シート２０は、流通路Ｒにおいて吸込口３ｃよ
りも吹出口２ｃに近い位置に配置されてもよい。
【０２０９】
　また、本実施形態において、フィルタ４ｃは側面パネル３１０に装着されたが、フィル
タ４ｃは、側面パネル３１０に装着されていなくてもよい。この場合、フィルタ４ｃは、
側面パネル３１０に隣接する位置に配置される。
【０２１０】
　以上、本発明の実施形態について図面を参照しながら説明した。但し、本発明は、上記
の実施形態に限られるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々の態様において実
施することが可能である。また、上記の実施形態に開示される複数の構成要素は適宜改変
可能である。図面は、発明の理解を容易にするために、それぞれの構成要素を主体に模式
的に示しており、図示された各構成要素の厚さ、長さ、個数、間隔等は、図面作成の都合
上から実際とは異なる場合もある。また、上記の実施形態で示す各構成要素の構成は一例
であって、特に限定されるものではなく、本発明の効果から実質的に逸脱しない範囲で種
々の変更が可能であることは言うまでもない。
【０２１１】
　例えば、本発明による実施形態において、天井埋込み型の空気調和機１００（空気調和
機１００ａ）、壁掛け型の空気調和機１００（空気調和機１００ｂ）、及び床置き型の空
気調和機１００（空気調和機１００ｃ）を説明したが、本発明は、天井埋込み型、壁掛け
型、及び床置き型の空気調和機に限定されない。例えば、本発明は、天井吊り下げ型の空
気調和機に適用することができる。天井吊り下げ型の空気調和機は、天井から吊り下げら
れる。
【０２１２】
　また、本発明による実施形態において、空気調和機１００は冷暖房機であったが、本発
明は、冷暖房機に限定されない。例えば、本発明は、冷房機、暖房機、冷暖房機、加湿器
、及び空気清浄機に適用することができる。
【０２１３】
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　また、本発明による実施形態において、薬剤シート２０はフィルタとパネルとの間に配
置されたが、薬剤シート２０を配置する位置は、フィルタとパネルとの間に限定されない
。薬剤シート２０は、流通路Ｒに配置されればよい。例えば、薬剤シート２０は、空気流
通方向Ｄに対してフィルタよりも下流側に配置され得る。あるいは、薬剤シート２０は、
空気流通方向Ｄに対してパネルよりも上流側に配置され得る。
【０２１４】
　また、本発明による実施形態において、薬剤２２は固形状であったが、薬剤２２は固形
状に限定されない。例えば、薬剤２２は、ゲル状であり得る。
【産業上の利用可能性】
【０２１５】
　本発明は、空気調和機に有用である。
【符号の説明】
【０２１６】
１ａ　　　筐体
１ｂ　　　筐体
２ａ　　　吹出口
２ｂ　　　吹出口
３ａ　　　吸込口
３ｂ　　　吸込口
４ａ　　　フィルタ
４ｂ　　　フィルタ
５ａ　　　送風ファン
５ｂ　　　送風ファン
２０　　　薬剤シート
２１　　　袋体
２２　　　薬剤
１００　　空気調和機
１００ａ　空気調和機
１００ｂ　空気調和機
１３０　　中央パネル
２１０　　上部パネル
Ｒ　　　　流通路
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